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問7　農業の振興について
後継者や新規就農者の育成に力をいれていくべきとする意見が3割を超え、最も多い。

茨城県は農業産出額全国第3位の農業大県ですが、一層の農業の振興を図るため、あなたは、次
の中でどれに力を入れていくべきだと思いますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
農業を企業化し、若者の新規就農を促進すべき /耕作放棄地の利用促進を /農薬の空中散布をやめ
てほしい、など

後継者や新規就農者の育成
地産地消（地域でとれた食材を地域内で消費する取り組み）の推進

農薬等の適正な使用や堆肥の利用による、環境に優しい農業の推進

優れた農畜産物のブランド化などによるイメージアップと市場の拡大

都市と農山村の交流の拡大（農産物直売所の開設など）

農畜産家の生産規模の拡大と生産性の向上

その他

問11　教育のあり方について
命の大切さと他人を思いやる道徳教育の充実に力を入れるべきとする意見が3割を超える。

あなたは、学校教育のあり方について、以下の施策の中で、どれに力を入れていくべきだと思い
ますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
教師の質の向上を /土曜日も授業を実施してほしい /一学級の子供の人数を減らしてほしい、など

命の大切さと他人を思いやる道徳教育の充実

教師の負担軽減による児童・生徒と向き合う時間の確保

授業時間の増加など学力向上のための取り組み

児童・生徒のボランティア・地域活動への参加

地域と一体となった教育の推進

地域で活躍する人材の学校教育での活用

子供の悩みに対する相談体制の充実

その他

問10　道路行政について
高速道路の整備よりも「歩道や自転車道の整備」「市街地の中の生活道路の整備」を求める意見が多い。

あなたは、今後の道路整備は次の中でどれに力を入れていくべきだと思いますか（2つまで○を
つけてください）

〈その他の主な意見〉
交通渋滞解消や生活道路として本当に優先されるべきところをきちんと調査して格付けによる整備を行う /
ベビーカーや車椅子が通りやすい道にしてほしい /観光地へのアクセス道路整備と駐車場の充実を、など

歩道や自転車道の整備

市街地の中の生活道路の整備

既存の道路の維持補修

国道などの幹線道路の整備

景観・美観に配慮した道路の整備

高速道路の整備

その他

問9　景観行政について
景観に配慮した公共事業の推進を求める意見が3割と多い。
景観に対する県民の関心が高まっている中、今後、次のうちどのような取り組みを強化していく
べきと考えますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
電柱・電線の地中化を全県域で実施してほしい /自然景観や歴史的建造物の保護をしてほしい /現
状のままでよい、など

景観に配慮した公共事業の推進

建物の色や形などに対する規制や誘導

景観育成のための、行政からの経費助成

地域住民の参加によるボランティア活動

景観に関する講習会や表彰の実施などの啓発活動

その他

問8　食の安全・安心について
食の安全・安心に関する情報提供を求める意見が2割近くを占める。

あなたは、食の安全・安心の実現のため、次の中でどのようなことに力を入れるべきだと思いま
すか。（3つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
法令違反者には厳罰を。今は甘すぎる/消費者が添加物等の知識を得るための教育の場を設けてほしい /
安全安心なものを作る適正価格を消費者が理解し、プライドを持った生産者・事業者を育てる、など

食の安全・安心に関する情報提供

生産者、事業者に対する監視・指導の強化

食品や農産物に対する安全確保のための基準の強化

食品の検査の強化

地域の食文化や食品の安全に関する知識を深める食育の推進

県内で生産された農畜産物や食品についての認証制度の推進

生産者や事業者と消費者が交流し話し合う場の設置

その他

問12　安全な社会づくりについて
「住民、学校、企業、団体など地域の絆を強める取り組み」を必要とする意見が28%、次に「街灯・
防犯灯の増設」を求める意見が多い。

安全な社会づくりには警察の取り組みの強化が不可欠ですが、地域の安全を守るためには警察以
外の人々の協力も重要です。あなたは、次のうち、警察以外の機関や人たちはどのようなことを
すべきだと思いますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
子供が自分自身で身を守る自覚を持てる防犯教育の強化 /地域住民のコミュニケーションづくりが
重要 /警官の増員を求む、など

住民、学校、企業、団体など地域の絆を強める取り組み

街灯・防犯灯の増設

住民共同パトロール

防犯カメラの設置

落書き消去等の環境浄化

駐車・駐輪場の防犯対策

その他

問16　県政・県議会に対する提案等
・最近は景気低迷により収入が減り家計にも余裕のない家庭が増えてきている。県も無駄な支出を削
減し、少しでも県民に納得のいく税金の使い方をしてほしい。
・県議会議員の定数削減、政務調査費の見直し、議員の定年制導入等をしてほしい
・働きたくても仕事が見つからない若者がたくさんいる。正社員で働けるよう雇用対策を急いでほしい。
・茨城空港の開港の是非を県民に問うべき。これ以上税金を増やさないでほしい。
・茨城空港は本当に黒字経営が成り立つのか不安。ターミナルビルの屋上を見学コースにしたりレス
トランを多く取り入れるなど集客の工夫を。中部国際空港（セントレア）は温泉もある。
・地域が陸の孤島になっているので公共交通機関の充実を願う。
・県全体、隅々まで偏ることなく目を向けてほしい。
・議会や議員の活動が見えず、遠い存在である。地元選出の議員の活躍がさっぱり分からない。議員は議会終
了後に支持者に対し報告会を開いてほしい。議会広報はもっと詳しくわかりやすく情報を提供してほしい
・農産物など、茨城をもっと全国にPRしてほしい
・県民の意見を大切にしてほしい。アンケートはまた実施してほしい、など。

問15　議会活動について（調査特別委員会について）
保健・福祉・医療の分野における課題について、調査や審議をしてほしいという意見が3割を超え最も多い。

県議会では、県政上の重要かつ緊急の課題について、対応策等について重点的に調査・審議する
特別委員会を設置しています。あなたは、県議会の調査特別委員会において、どのような課題に
ついて、調査や審議をしてほしいと思いますか。（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
雇用問題 /行政の無駄使いの調査 /茨城空港の課題や空港を活用した地域振興策 /特別委員会を設
置せず常任委員会の中の調査ですべき、など

保健、福祉、医療の分野における課題

地域振興の分野における課題

教育分野における課題

農林水産業の分野における課題

環境の分野における課題

商工、観光、労働の分野における課題

その他

問13　県の重点施策について
県に力を入れて欲しい重点施策として回答のあった上位3つは「保健・福祉・医療の充実」「安全・
快適な社会づくり」「雇用対策」である。

あなたは、今後、県がどのような分野に力を入れていくべきだと思いますか（5つまで○をつけてください）

保健・福祉・医療の充実

安全・快適な社会づくり

雇用対策

自然保護、環境対策

農林水産業の振興

子育て支援対策

教育の充実

公共交通機関の充実

住みやすい都市づくり

消費者対策

商工業の振興

文化・芸術・スポーツの振興

観光の振興

国際交流の推進

問14　議会広報について
議会だよりの紙面では、「特集を組むなど、特に重点をおいた内容について分かりやすく記載する」
ことを望む意見が多い。

県議会だよりは、年4回開催される定例県議会の終了後に発行しています。県議会だよりをより多くの
皆様に読んでいただくには、どのような点を改善すればよいと思いますか（2つまで○をつけてください）

〈その他の主な意見〉
字をもっと大きくしてほしい /もっと内容を分かりやすく記載してほしい /質疑内容をもっと多く載
せてほしい /質疑の本文中に議員名を表示してほしい、など

特集を組むなど、特に重点をおいた内容について分かりやすく記載する

文字情報を増やし、記事全般についてより詳しく記載する

写真やイラストを増やす

色使いやレイアウトを工夫する

その他

茨城県議会携帯サイトのご案内
11月 13日に、「茨城県議会携帯サイト」を開設しました。議員名簿（五十音順、
選挙区別、委員会別 ) や委員会名簿、会期日程、傍聴のご案内、請願（陳情）
のご案内等を閲覧することができますのでぜひご活用ください。
ＵＲＬ　http://mobile.pref.ibaraki.jp/?page=3044

（1面から続く）


